
令和５年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立馬込第三小学校 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

  ・新聞作りやパンフレット作りを取り入れることで、主体的に学習に取り組み、工夫して

表現する児童が増えた。 

  ・調べ学習やまとめる活動では、１人１台アtブレットを活用したことで思考を深める学

習となった。 

 

（２）課題 

・資料の読み取りやグラフの特徴をつかみ、分かったことを表現する力が乏しいので、ペ

アやグループでの活用を取り入れて、表現する手だてとする。 

・見学や実地調査、インタビューなどの体験的な学びの時間を確保することが難しいが、

授業の計画を調整し、活動の時間の確保に努める。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年比較） 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第４学年 
達成率は７割をやや下

回っている。 

  

第５学年 

達成率は７割をやや下

回っている。 

（第４学年時） 

達成率は７割を上回っ

ている。 

 

第６学年 

達成率は７割をやや下

回っている。 

（第５学年時） 

達成率は７割を上回っ

ている。 

（第４学年時） 

達成率は約８割である。 

 

 

達成率とは、目標値※１以上の正答率※２だった児童の割合 

（目標値以上の児童数÷受験者数×100（％） 

例えば、達成率が７割ということは、目標値に達成した児童の割合が７割ということ。全

体の児童が 100 人としたら、目標値に達しているのは 70 人で残りの 30 人は、前年度の

基礎的な内容の定着に課題があることを示す。 

 

※１ 目標値とは、調査において前年度の基礎的な内容が定着していれば正答できると期待さ

れる正答率の値 

※２ 正答率とは、出題数に対する正解した問題数の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・写真や資料の読み取りの問題で

目標値を下回っている。読み取

りが苦手な傾向がある。 

・くらしの移り変わりに関する問

題は全て目標値を下回った。 

・写真を見て仕組みを表現する問

題や年表から移り変わりを捉

える問題で目標値を下回った。 

・どの問題も目標値を上回ってい

る。 

・記述問題については無回答の児

童も見られた。 

 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・正答率は５・６年生共に目標値

を上回っている。 

・５年生は生活領域の記述での回

答が苦手である。 

・６年生は、食糧生産のグラフの

読み取りが苦手である。 

・正答率は５・６年生共に目標値

を上回っている。 

・５年生はくらしを支える水や特

色ある地域の様子などにおい

ては目標値を大きく上回って

いる。 

・６年生は資料に着目して読み取

る問題に対して苦手がある。 

・正答率は５・６年生共に目標値

を上回っている。 

・５年生は、どの領域においても

目標値を上回っている。 

・６年生は、記述式の問題の正答

率が高い。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・各単元の中で資料や写真から読

み取ったことを共有する活動

を多く設定する。 

・昔の道具がどのように変化した

かについては、実際に触り、動

画で確認することで知識とし

て定着させる。 

・写真から仕事内容とその目的を

しっかりと結び付けられるよ

うに、友達に説明する活動を取

り入れる。 

・必ず個人のまとめを行い、考え

たことや疑問を振り返る時間

を設ける。活動中には教師がフ

ォローを行い、分からないまま

にすることがないようにする。 

・主体的な学習を展開できるよう

に、実際に見学に行く機会を多

く設ける。見学できない場合も

動画を見るなどの活動を必ず

取り入れる。 

・疑問に思ったことを共有し、意

欲をもって学習に取り組める

ようにする。 

 

 

（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・分からない言葉は、タブレット

を活用して自分で調べられる

ようにする。 

・資料集を活用して表やグラフに

触れる時間を増やし、読み取っ

たことを共有できるようにす

る。 

・ノートに記入をする際に、大切

な単語は色を変えて記入する、

枠で囲うなどの強調をする。 

・学習問題に対して、自分の考え

を表現し、友達と交流する活動

を設定し多様な考えに触れら

れるようにする。 

・グラフをよむだけではなく、グ

ラフをかく作業を取り入れ、そ

こから問題を考えられるよう

にする。 

・教科書や資料集だけでなく、タ

ブレットも活用して調べられる

ようにする。 

・クラス全員で問題を共有して学

習問題作りを行い、課題を自分

事として捉えられるようにす

る。 

・体験的に学習し、実物を見学す

る時間を設定する。 

 


